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運用報告書（全体版） 

ＵＳ成長株オープン 
（円ヘッジなしコース） 

 

 
 

第12期（決算日：2017年４月26日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、お手持ちの「ＵＳ成長株オープン（円ヘッジ

なしコース）」は、去る４月26日に第12期の決算を行

いました。ここに謹んで運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 追加型投信／海外／株式 

信託期間 2021年10月26日まで（2011年６月30日設定）

運用方針 
ファンド・オブ・ファンズ方式により、信託財
産の成長を目指して運用を行います。 

主要運用対象 

Ｕ Ｓ 成 長 株 
オ ー プ ン 
( 円 ヘ ッ ジ 
なしコース) 

ＵＳ・グロース・ストック・ファ
ンド（ＵＳＤクラス）受益証券お
よびマネー・ポートフォリオ マ
ザーファンド受益証券 

ＵＳ･グロース･ 
ス ト ッ ク ･ 
フ ァ ン ド 
(ＵＳＤクラス) 

米国の金融商品取引所上場（これ
に準ずるものを含みます。）株式

マネー・ポート 
フ ォ リ オ 
マザーファンド 

わが国の公社債 

運用方法 
米国の金融商品取引所上場（これに準ずるも
のを含みます。）株式を実質的な主要投資対象
とします。 

主な組入制限 

・投資信託証券への投資割合には制限を設け
ません。 

・公社債に係る運用の指図は、債券買い現先
取引（売戻条件付の買入れ）および債券貸
借取引（現金担保付き債券借入れ）以外は
行いません。 

・株式への直接投資は行いません。 

分配方針 

毎年４月26日および10月26日（休業日の場合
は翌営業日）に決算を行い、収益分配方針に
基づいて分配を行います。分配対象額の範囲
は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価
益を含みます。）等の全額とします。基準価額
水準、市況動向、残存信託期間等を勘案して、
分配金額を決定します。（ただし、分配対象収
益が少額の場合には分配を行わない場合もあ
ります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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ＵＳ成長株オープン（円ヘッジなしコース）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

債   券
組 入 比 率

債   券
先 物 比 率

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産
総 額(分配落) 

税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

８期(2015年４月27日) 21,646 250 18.7 0.0 － 99.0 2,019

９期(2015年10月26日) 21,671 250 1.3 0.0 － 99.0 1,889

10期(2016年４月26日) 19,709 0 △ 9.1 － － 99.0 1,720

11期(2016年10月26日) 18,517 0 △ 6.0 － － 99.0 1,464

12期(2017年４月26日) 21,829 0 17.9 － － 99.1 1,454
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日
基 準 価 額 債   券

組 入 比 率
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託
証   券
組 入 比 率 騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％

2016年10月26日 18,517 － － － 99.0

10月末 18,415 △ 0.6 － － 99.0

11月末 20,220 9.2 － － 99.0

12月末 21,032 13.6 － － 99.0

2017年１月末 21,160 14.3 － － 99.0

２月末 21,731 17.4 － － 99.0

３月末 21,548 16.4 － － 99.0

(期  末)   

2017年４月26日 21,829 17.9 － － 99.1
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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ＵＳ成長株オープン（円ヘッジなしコース）
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基準価額等の推移

運用経過

当期中の基準価額等の推移について （第12期：2016/10/27～2017/４/26）

基準価額の動き 基準価額は期首に比べ17.9％の上昇となりました。

第12期首：18,517円
第12期末：21,829円

（既払分配金 0円）
騰落率 ： 17.9％

基準価額の主な変動要因

上昇要因
情報技術セクターの関連銘柄（マイクロソフト、ブロードコム）などの株
価が上昇したことや米ドルが対円で上昇したことなどが、基準価額の上昇
要因となりました。
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ＵＳ成長株オープン（円ヘッジなしコース）

（注）現地日付ベースで記載しております。

（注）Russell 1000 Growth Indexに関連する登録商標、ト

レードマーク、サービスマークおよび著作権等の知的

財産権、指数値の算出、利用その他一切の権利は、

ラッセル・インベストメントに帰属します。インデッ

クスは資産運用管理の対象とはなりません。またイン

デックス自体は直接的に投資の対象となるものではあ

りません。
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Russell 1000 Growth Index

米国株式市況の推移
（期首を100として指数化）

◎株式市況
・期を通してみると、米国株式市場は上
昇しました。

・米国株式市場は、期初から2016年11月
上旬までは、米大統領選をめぐる政治
的な不透明感などを背景に、下落しま
した。その後、米大統領選でのトラン
プ氏の勝利を受けて、規制緩和や減税
など経済政策への期待などから、2017
年２月末にかけて大きく上昇しまし
た。３月に入り、欧州の政治リスクに
対する警戒や、シリアや北朝鮮情勢の
緊張など地政学リスクの高まりなどを
背景に投資家のリスク回避姿勢が強
まったことなどから、４月下旬にかけ
てレンジ内の動きとなりました。

投資環境について （第12期：2016/10/27～2017/４/26）

◎為替市況
・米国の政策金利引き上げなどから、期
を通して米ドルは対円で上昇しまし
た。

（注）現地日付ベースで記載しております。
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為替市況の推移
（期首を100として指数化）
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ＵＳ成長株オープン（円ヘッジなしコース）

◎国内短期金融市場
＜無担保コール翌日物金利の推移＞
・日本銀行による金融緩和政策の影響を受けて、無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移しました。日本銀行のマイナス金利の適用を受けて、足下ではマイナス
0.07％程度で推移しました。

＜国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りの推移＞
・日本銀行による短期国債の買入れなどから、国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りはマイ
ナス0.1％を下回る水準で推移しました。2016年12月末にかけてはマイナス0.45％程度ま
で低下しました。その後、短期国債の入札不調などから上昇傾向となり、足下はマイナ
ス0.16％程度で推移しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

＜ＵＳ成長株オープン（円ヘッジなしコース）＞
・期を通じて、円建の外国投資信託であるＵＳ・グロース・ストック・ファンド（ＵＳＤ
クラス）受益証券を高位に組み入れ、マネー・ポートフォリオ　マザーファンド受益証
券への投資も行いました。

＜ＵＳ・グロース・ストック・ファンド（ＵＳＤクラス）＞
・主として米国の金融商品取引所上場（これに準ずるものを含みます。）株式への投資を
行いました。

・時価総額が大きく流動性に優れた大型株を中心に投資を行いました。
・ポートフォリオの構築にあたっては、ボトムアップ・アプローチを活用しアナリストに
よる徹底的な銘柄分析を行い、競争環境や業種などを考慮した独自の成長基準に合致
し、利益成長性が高いと判断される銘柄に投資を行いました。

・クラウドコンピューティングなどの収益成長が期待されるマイクロソフトを新規に組み
入れたことに加えて、広告収入や利用者数の伸びが期待されるフェイスブック－クラス
Ａ、オンライン通販やクラウドコンピューティングなどの収益成長が期待されるアマゾ
ン・ドット・コムなどを引き続き組み入れました。

・保有している情報技術セクターの関連銘柄（マイクロソフト、ブロードコム）などの株
価が上昇したことや米ドルが対円で上昇したことなどがプラスに寄与し、基準価額は上
昇しました。

（注）当記載は、ＵＳ・グロース・ストック・ファンドの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したものです。
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ＵＳ成長株オープン（円ヘッジなしコース）

（現地2016年10月25日）

業種 比率

１ 情報技術 30.3％

２ 一般消費財・サービス 21.0％

３ ヘルスケア 17.5％

４ 生活必需品 9.9％

５ 資本財・サービス 8.4％

６ 金融 5.4％

７ 素材 3.4％

８ エネルギー 1.8％

９ 不動産 －

10 電気通信サービス －

11 公益事業 －

上場投資信託証券 －

現金等 2.2％

合計 100.0％

（現地2017年４月25日）

業種 比率

１ 情報技術 30.9％

２ 一般消費財・サービス 20.6％

３ ヘルスケア 17.4％

４ 資本財・サービス 9.6％

５ 生活必需品 7.9％

６ 金融 4.2％

７ 素材 3.5％

８ エネルギー 1.7％

９ 電気通信サービス 1.1％

10 不動産 －

11 公益事業 －

上場投資信託証券 2.7％

現金等 0.5％

合計 100.0％

（注）比率はＵＳ・グロース・ストック・ファンド全体の純資産総額に対する評価額の割合です。

（注）業種は、ＧＩＣＳ（世界産業分類基準）によるものです。Global Industry Classification Standard（"ＧＩＣ

Ｓ"）は、MSCI Inc.とＳ＆Ｐ（Standard ＆ Poor's）が開発した業種分類です。ＧＩＣＳに関する知的財産所有権

はMSCI Inc.およびＳ＆Ｐに帰属します。

（ご参考）
業種別構成比率
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ＵＳ成長株オープン（円ヘッジなしコース）

＜マネー・ポートフォリオ　マザーファンド＞
・わが国のコール・ローンへの投資を通じて、流動性の保持をめざした運用を行いまし
た。運用資金に対するマイナス金利適用などの影響を受けて、基準価額は期首と比べて
下落となりました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について

・当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありませ
ん。

・従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

分配金について

収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、次表の
通りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、
信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

【分配原資の内訳】 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項目
第12期

2016年10月27日～2017年４月26日

当期分配金 －

（対基準価額比率） －％

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 12,033

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率と

は異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合がありま

す。
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ＵＳ成長株オープン（円ヘッジなしコース）

今後の運用方針

＜ＵＳ成長株オープン（円ヘッジなしコース）＞
◎今後の運用方針
・引き続き、円建の外国投資信託であるＵＳ・グロース・ストック・ファンド（ＵＳＤク
ラス）受益証券を主要投資対象とし、マネー・ポートフォリオ　マザーファンド受益証
券への投資も行います。

＜ＵＳ・グロース・ストック・ファンド（ＵＳＤクラス）＞
◎運用環境の見通し
・2017年年初来の米国株式市場は、トランプ大統領の成長政策への期待や、世界経済全体
が上向き基調にあるとの見方などから、堅調に推移しました。米国の住宅関連指標が引
き続き堅調であることや消費者信頼感指数が金融危機以前の水準を回復したことなど、
米国経済の力強さが続いています。シリアや北朝鮮などの地政学リスクがあるものの、
米政権の減税政策などへの期待や堅調な経済のファンダメンタルズが引き続き米国株式
市場の押し上げ材料になると考えています。

◎今後の運用方針
・引き続き、主として米国の金融商品取引所上場（これに準ずるものを含みます。）株式
への投資を行います。

・時価総額が大きく流動性に優れた大型株を中心に投資を行います。
・ポートフォリオの構築にあたっては、ボトムアップ・アプローチを活用しアナリストに
よる徹底的な銘柄分析を行い、競争環境や業種などを考慮した独自の成長基準に合致
し、利益成長性が高いと判断される銘柄に投資を行います。

・米国およびグローバルな経済動向を注視しつつ、魅力的な成長見通しを有していると思
われる企業を引き続き選好し、規律あるリサーチを重視した投資スタンスを継続してい
く方針です。

（注）当記載は、ＵＳ・グロース・ストック・ファンドの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したものです。

＜マネー・ポートフォリオ　マザーファンド＞
◎運用環境の見通し
・原油価格の上昇などを背景に物価は緩やかに上昇していくと予想していますが、日本銀
行の物価目標である２％には届かないと考えています。したがって、今後も金融緩和政
策が継続すると想定されることから、短期金利は低位で推移すると予想しています。

◎今後の運用方針
・わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先取引、コール・ローンおよびＣＰ現先取
引などへの投資を通じて、安定した収益の確保や常時適正な流動性の保持をめざした運
用を行います。

CS5_17314473_02_os7三菱UFJ国際_US成長株O（円ヘッジなし）_交運_運用経過.indd   8 2017/06/02   16:55:54
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ＵＳ成長株オープン（円ヘッジなしコース）

○１万口当たりの費用明細 (2016年10月27日～2017年４月26日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 120  0.580 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率× 
           （期中の日数÷年間日数） 

 （ 投 信 会 社 ） ( 39)  (0.188) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書
等の作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 78)  (0.376) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等 
の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  3)  (0.016) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

（b） そ の 他 費 用 1   0.005  (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.005) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 

 合 計 121   0.585   

期中の平均基準価額は、20,684円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2016年10月27日～2017年４月26日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円 
ＵＳ・グロース・ストック・ファンド（ＵＳＤクラス） 54,748 80,710 187,914 275,000 

 
（注） 金額は受渡代金。 

 

投資信託証券 
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ＵＳ成長株オープン（円ヘッジなしコース）

○利害関係人との取引状況等 (2016年10月27日～2017年４月26日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況  

期首残高(元本) 当期設定元本 当期解約元本 期末残高(元本) 取引の理由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
1 － － 1 商品性を適正に維持するための取得 

 

○組入資産の明細 (2017年４月26日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％

ＵＳ・グロース・ストック・ファンド（ＵＳＤクラス） 1,111,764 978,598 1,440,595 99.1

合 計 1,111,764 978,598 1,440,595 99.1
 

（注） 比率はＵＳ成長株オープン（円ヘッジなしコース）の純資産総額に対する比率。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

マネー・ポートフォリオ マザーファンド 0.996 0.996 0.999
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2017年４月26日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

投資信託受益証券 1,440,595 98.5

マネー・ポートフォリオ マザーファンド 0.999 0.0

コール・ローン等、その他 22,607 1.5

投資信託財産総額 1,463,202 100.0
 
 

 

親投資信託残高 
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ＵＳ成長株オープン（円ヘッジなしコース）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年４月26日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 1,463,202,868  

 コール・ローン等 22,606,607  

 投資信託受益証券(評価額) 1,440,595,262  

 マネー・ポートフォリオ マザーファンド(評価額) 999  

(B) 負債 8,795,683  

 未払信託報酬 8,715,010  

 未払利息 40  

 その他未払費用 80,633  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,454,407,185  

 元本 666,277,562  

 次期繰越損益金 788,129,623  

(D) 受益権総口数 666,277,562口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 21,829円

 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 790,788,267円 

期中追加設定元本額 17,178,053円 

期中一部解約元本額 141,688,758円 

また、１口当たり純資産額は、期末2.1829円です。 

○損益の状況 (2016年10月27日～2017年４月26日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 71,662,633  

 受取配当金 71,669,451  

 支払利息 △      6,818  

(B) 有価証券売買損益 153,651,816  

 売買益 209,092,768  

 売買損 △ 55,440,952  

(C) 信託報酬等 △  8,795,643  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 216,518,806  

(E) 前期繰越損益金 148,252,823  

(F) 追加信託差損益金 423,357,994  

 (配当等相当額) (  355,515,023) 

 (売買損益相当額) (   67,842,971) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 788,129,623  

(H) 収益分配金 0  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 788,129,623  

 追加信託差損益金 423,357,994  

 (配当等相当額) (  355,515,023) 

 (売買損益相当額) (   67,842,971) 

 分配準備積立金 446,245,931  

 繰越損益金 △ 81,474,302  
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 

②分配金の計算過程 

項 目 
2016年10月27日～ 
2017年４月26日 

費用控除後の配当等収益額 68,864,733円

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円

収益調整金額 355,515,023円

分配準備積立金額 377,381,198円

当ファンドの分配対象収益額 801,760,954円

１万口当たり収益分配対象額 12,033円

１万口当たり分配金額 －円

収益分配金金額 －円

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（http://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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ＵＳ成長株オープン（円ヘッジなしコース）

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2017年４月26日現在) 

＜マネー・ポートフォリオ マザーファンド＞ 
 2017年４月26日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 



14－　　－

ＵＳ・グロース・ストック・ファンド（ＵＳＤクラス）

〈参考〉投資する投資信託証券およびその概要

　当ファンドは、ＵＳ成長株オープン（円ヘッジなしコース）が投資対象とする円建の外国投資信託証券です。

■当ファンドの仕組みは次の通りです。

名 称 ＵＳ・グロース・ストック・ファンド（ＵＳＤクラス）

運 用 方 針

１．時価総額が大きく流動性に優れた大型株を中心に投資を行います。ポートフォリオの構築に際

しては、ボトムアップ・アプローチを活用しアナリストによる徹底的な銘柄分析を行い、競争

環境や業種などを考慮した独自の成長基準に合致し、利益成長性が高いと判断される銘柄に投

資を行います。

・株式等の組入比率は原則として高位を維持します。

・個別銘柄への投資割合は、取得時において当ファンドの純資産総額の５％または参考指数

（Russell 1000 Growth Index）における構成比＋３％の大きい方の範囲内とします。

・業種別の投資割合は、原則として参考指数の業種構成比から±３％の範囲内とします。

・米国預託証券および上場投資信託証券への投資割合は、取得時において当ファンドの純資産

総額の各10％以内とします。

２．市況動向や資金動向、残存信託期間等の事情によっては、前記のような運用ができない場合が

あります。

投 資 顧 問 会 社
ザ・ボストン・カンパニー・アセット・マネジメント

（The Boston Company Asset Management, LLC）

信 託 期 限 無期限

設 定 日 2011年６月30日

会 計 年 度 毎年３月末

収 益 分 配 原則として、毎月分配を行います。

（ラッセル1000グロースインデックス）における構成比＋３％の大きい方の範囲内とします。
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ＵＳ・グロース・ストック・ファンド
損益計算書、純資産変動計算書、投資明細表は、入手可能なFinancial Statementsから抜粋し、
編集および一部翻訳したものです。

１．損益計算書

（2016年３月31日に終了する期間）

（米ドルで表示）

投資収益
受取配当金（外国税額控除後）
その他の収益

投資収益合計

費用
運用受託報酬
専門家報酬
会計処理および管理手数料
保管報酬
名義書換事務代行手数料
受託者報酬
登録手数料
その他の費用

費用合計

投資純損失

実現および未実現損益：

実現損益：

投資有価証券

外国通貨取引および為替予約取引

実現純損益
未実現評価損益の純変動：

投資有価証券
外国通貨取引および為替予約取引

未実現評価損益の純変動

実現および未実現損益（純額）

運用による純資産の増減（純額）

（注）（　）内の金額は、マイナスの金額です。

ＵＳ・グロース・ストック・ファンド

90003_US・グロース・ストック・ファンド JPY／USD_653396.indd   1 2016/12/19   13:00:01
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２．純資産変動計算書

（2016年３月31日に終了する期間）

（米ドルで表示）

運用による純資産の増減額

投資純損益
実現損益
未実現評価損益の純変動

運用による純資産の増減額

分配
ファンドユニット取引による純資産の増減額
純資産の増減

純資産
期首の純資産
期末の純資産

ファンドユニット取引

ユニット数

発行

再投資
償還

ユニット数の増減

金額
発行
再投資
償還

ファンドユニット取引による増減額

（注）（　）内の金額は、マイナスの金額です。

ＵＳ・グロース・ストック・ファンド

90003_US・グロース・ストック・ファンド JPY／USD_653396.indd   2 2016/12/19   13:00:01
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３．投資明細表
（2016年３月31日現在）

 

 株式 銘柄名 公正価値

ＵＳ・グロース・ストック・ファンド

90003_US・グロース・ストック・ファンド JPY／USD_653396.indd   3 2016/12/19   13:00:01
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（2016年３月31日現在）

 株式 銘柄名 公正価値

ＵＳ・グロース・ストック・ファンド

90003_US・グロース・ストック・ファンド JPY／USD_653396.indd   4 2016/12/19   13:00:01
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純資産比率 公正価値元本金額

ＪＰＹクラスにおける為替予約取引

 取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 未実現評価益 未実現評価損 
未実現評価損益

（純額）
  

デリバティブ商品の額

 取引相手 
デリバティブ 
資産の額  

デリバティブ 
負債の額  受取担保金 差入担保金 純額*

  

店頭デリバティブ

為替予約

マスターネッティング契約の
対象となるデリバティブ合計

通貨略称 

（2016年３月31日現在）

ＵＳ・グロース・ストック・ファンド

90003_US・グロース・ストック・ファンド JPY／USD_653396.indd   5 2016/12/19   13:00:02
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マネー・ポートフォリオ マザーファンド154028 

 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期
基 準 価 額

債   券
組 入 比 率

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額 

期 中
騰 落 率

 円 ％ ％ ％ 百万円

10期(2014年11月25日) 10,039 0.0 76.9 － 26

11期(2015年５月22日) 10,040 0.0 76.7 － 13

12期(2015年11月24日) 10,041 0.0 68.3 － 10

13期(2016年５月23日) 10,041 0.0 － － 10

14期(2016年11月22日) 10,038 △0.0 － － 10
 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券
先 物 比 率 騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％

2016年５月23日 10,041 － － －

５月末 10,041 0.0 － －

６月末 10,040 △0.0 － －

７月末 10,040 △0.0 － －

８月末 10,039 △0.0 － －

９月末 10,039 △0.0 － －

10月末 10,038 △0.0 － －

(期  末)  

2016年11月22日 10,038 △0.0 － －
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

マネー・ポートフォリオ マザーファンド 

《第14期》決算日2016年11月22日 

[計算期間：2016年５月24日～2016年11月22日] 

「マネー・ポートフォリオ マザーファンド」は、11月22日に第14期の決算を行いました。 

以下、法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの第14期の運用状況をご報告申し上げます。 
 

運 用 方 針 わが国の公社債を主要投資対象として、安定した収益の確保を目指して運用を行います。

主 要 運 用 対 象 わが国の公社債 

主 な 組 入 制 限 外貨建資産への投資は行いません。 
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マネー・ポートフォリオ マザーファンド

○運用経過 
●当期中の基準価額等の推移について 

◎基準価額の動き 
基準価額は期首に比べ0.03％の下落となりま

した。 

 

 
 

●投資環境について 
＜無担保コール翌日物金利の推移＞ 

・日銀による金融緩和政策の影響を受けて、無担

保コール翌日物金利は０％を下回る水準で推移

しました。日銀によるマイナス金利適用を受け

て、足元はマイナス0.05％程度で推移しました。 

 

＜国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りの推移＞ 

・日銀によるマイナス金利政策や短期国債の買入

れおよび短期国債の需給の引き締まりなどから、

国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りはマイナス

0.2％を下回る水準で推移しました。期首から

2016年６月下旬まではおおむねマイナス0.25％

前後で推移していたものの、７月初旬にマイナ

ス0.3％を下回りました。８月初旬にかけては、

７月末の日銀金融政策決定会合でマイナス金利

幅の拡大などが見送られたことや９月の日銀金

融政策決定会合で金融政策の総括的な検証を行

うとの決定が追加緩和の限界を連想させたこと

などから、マイナス0.23％程度まで上昇しまし

た。その後、９月の日銀金融政策決定会合でマ

イナス金利幅を拡大するとの報道などを受けて

マイナス0.37％程度まで低下しました。結果と

してマイナス金利幅の拡大が見送りとなった後

は上昇傾向となり、足元ではマイナス0.3％程度

で推移しました。 

 

●当該投資信託のポートフォリオについて 
・コール・ローンへの投資を通じて、安定した収

益の確保や常時適正な流動性の保持を目指した

運用を行いましたが、運用資金に対するマイナ

ス金利適用などから、基準価額は期首と比べて

下落しました。 

 

○今後の運用方針 
◎運用環境の見通し 
・足元の為替は円安方向に推移していますが、１

年前と比較すると依然として円高水準であるこ

とから、物価を押し上げる効果はまだ期待でき

ない状況と考えられます。したがって、今後も

金融緩和政策が継続すると想定されることから、

短期金利は低位で推移すると予想しています。 

 

◎今後の運用方針 
・わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先

取引、コール・ローンおよびＣＰ現先取引等へ

の投資を通じて、安定した収益の確保や常時適

正な流動性の保持を目指した運用を行います。 
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○１万口当たりの費用明細 (2016年５月24日～2016年11月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○売買及び取引の状況 (2016年５月24日～2016年11月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2016年５月24日～2016年11月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2016年11月22日現在) 

 

 2016年11月22日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

○投資信託財産の構成 (2016年11月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

コール・ローン等、その他 10,312 100.0

投資信託財産総額 10,312 100.0
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2016年11月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 10,312,831  

 コール・ローン等 10,312,831  

(B) 負債 450  

 未払解約金 432  

 未払利息 18  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 10,312,381  

 元本 10,273,611  

 次期繰越損益金 38,770  

(D) 受益権総口数 10,273,611口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,038円
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 10,274,228円 

期中追加設定元本額 11,934円 

期中一部解約元本額 12,551円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.0038円です。 

○損益の状況 (2016年５月24日～2016年11月22日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 △ 3,287  

 支払利息 △ 3,287  

(B) 当期損益金(Ａ) △ 3,287  

(C) 前期繰越損益金 42,054  

(D) 追加信託差損益金 30  

(E) 解約差損益金 △    27  

(F) 計(Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 38,770  

 次期繰越損益金(Ｆ) 38,770  
 

（注） (D)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注） (E)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額

を差し引いた差額分をいいます。 
 

 

②期末における元本の内訳（当親投資信託を投資対象とする投資信託ごとの元本額） 

マネー・ポートフォリオ・ファンド 10,271,619円 

ＵＳ成長株オープン（円ヘッジありコース） 996円 

ＵＳ成長株オープン（円ヘッジなしコース） 996円 

合計 10,273,611円 

 
［ お 知 ら せ ］ 

信用リスクを適正に管理する方法を新たに定める（分散型に分類）ため、信用リスク集中回避のための投資制限の追加およびこれに伴う

投資制限の記載の変更を行い、信託約款に所要の変更を行いました。 

（2016年７月１日） 
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